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（令和７年６月２６日付公告分） 

宇陀市立病院情報システム管理課 

 



宇陀市立病院が発注する、「体圧分散クッション等賃貸借契約」に関する一般競争入札（以

下「競争入札」という。）については、入札に定める事項及びその他関係法令に定める事項

のほか、この入札説明書に基づき実施するものとする。 

 競争入札に参加する者は、この入札説明書その他の関係規定を熟知のうえ、入札するも

のとする。 

 この場合において、当該仕様書等について疑義がある場合は、質疑書を提出し、説明を

求めることができる。ただし、入札後仕様等についての不知不明を理由としての異議を申

し立てることはできない。 

 

１．公 告 日 令和７年６月２６日（木曜日） 

２．入札執行者 宇陀市長 金剛 一智 

３．入札担当課 〒６３３－０２９８ 

奈良県宇陀市榛原萩原８１５番地 

宇陀市立病院 情報システム管理課 

電話番号  ０７４５－８２－０３８１（代表） 

 

４．入札に付する事項 

 （１）件 名 体圧分散クッション等賃貸借契約 

 （２）仕 様 別紙「仕様書」のとおり 

 （３）契 約 期 間 令和７年１０月１日から令和１２年３月３１日まで（５４か月） 

 （４）作 業 場 所 別紙「仕様書」のとおり 

 

５．入札参加資格 

  この入札に参加する者は、入札書の提出時点で、次に掲げる要件をすべて満たし、か

つ、当該業務に係る宇陀市長より競争入札参加資格があることが確認された旨の一般競

争入札参加資格認定通知書を受けていることとする。 

 （１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当する

者でないこと。 

 （２）宇陀市物品等の契約に係る指名停止措置要綱（平成２１年宇陀市告示第１００号）

第３条第１項、第３項及び第４項の規定により、指名停止を受けている者でないこ

と。 

 （３）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２

条に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は法人であってその役員が暴

力団員でないこと。 

 （４）手形交換所による取引停止処分、主要取引先からの取引停止等の事実があり、経

営状態が著しく不健全であると認められる者でないこと。 



 （５）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続開始の申立てがなさ

れている者又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき再生手続開始の

申立てがなされている者でないこと。 

 （６）国、県、市税及び賦課金等の滞納がない者であること。 

 （７）入札参加資格の申請に際し、宇陀市が求めた個別添付書類が提出済であること。 

 （８）令和７年度宇陀市物品役務提供業者の登録業者であること。 

 （９）過去５年以内に、１５０床以上の病院で体圧分散クッション等賃貸借業務を請け

負い、連続して２年間以上誠実に履行した実績を有する者であること。 

 

６．暴力団等排除について 

  宇陀市暴力団排除条例（平成２３年宇陀市条例第２１号）に基づき、公共事業その他

の市の事務又は事業により暴力団に利益を与えることがないよう、暴力団員又は暴力団

若しくは暴力団員と密接な関係を有する者は入札に参加することができない。 

 

７．仕様書等に対する質問 

 （１）質問期間 令和７年７月４日（金曜日）午後５時まで 

 （２）質問方法 質問事項を指定の質疑書（別紙５）に記入のうえ、下記メールアドレ

スに送付すること。 

宇陀市立病院情報システム管理課 担当 米田 hp-jouhou@city.uda.lg.jp 

 （３）質問回答 令和７年７月１１日（金曜日）までに電子メールにて申請者全員に回

答する。 

 

８．入札参加資格の確認等 

 （１）入札の参加希望者は、次に掲げる申請書及び資料（以下「申請書等」という。）を

提出し、入札参加資格の有無について確認を受けなければならない。 

    なお、期限までに申請書等を提出しない者及び入札参加資格がないと認められた

者は、この入札に参加することができない。 

  ①提出期限  令和７年７月１６日（水曜日）午後５時まで 

          ※土曜日、日曜日及び祝日を除く、午前９時から午後５時まで 

  ②提出場所  入札担当課に同じ 

  ③提出方法  持参または郵送（「一般書留郵便」若しくは「簡易書留郵便」に限る。） 

         ただし、郵送の場合は、提出期限内に必着のこと。 

 （２）提出書類は、次のとおりとする。 

  ① 競争入札参加資格審査申請書（別記様式） 

  ② 契約実績（別紙３） 

  ③ 過去５年間に、１５０床以上の病院で体圧分散クッション等賃貸借業務を２年連



続請け負った契約書の写し（２件分） 

 （３）申請書類に基づく審査結果は、令和７年７月２２日（火曜日）までに競争入札参

加資格確認通知書を電子メールにて通知する。 

 （４）その他 

  ① 申請書等の作成及び提出に係る費用は、申請者の負担とする。 

  ② 提出された申請書等は、この競争入札参加資格の確認以外に無断で使用しない。 

  ③ 提出された申請書等は、返却しない。 

  ④ 提出期限後における申請書等の差替え又は再提出は認められない。 

  

９．入札説明会 

  実施しない 

 

10．入札書に記載する金額 

 （１）入札書（別紙様式１）に記載すること。 

 （２）入札金額については総額（費用総額）及びリース月額の金額をそれぞれ記載する

こと。 

 （３）落札決定に当たっては、入札書に記載された総額（費用総額）の金額に当該金額

の１００分の１０に相当する額を乗じた金額（当該金額に１円未満の端数があると

きは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって落札価格とするので、入札

者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わ

ず、見積もった契約金額の１１０分の１００に相当する金額を入札書に記載するこ

と。 

 

11．入札手続等 

 （１）入札の参加 

    ８（３）により通知した確認結果通知に参加資格「有」の記載のある者以外の参

加は認めない（入札の際に確認します。）。 

 

12．入札方法 

 （１）入札書（別紙様式１を作成し、一般書留郵便又は簡易書留郵便により郵送） 

 （２）代理人が入札する場合は、委任状（別紙様式２）を提出しなければならない。さ

らに、入札書に入札者の名称又は商号、代理人であることの表示及び当該代理人の

氏名を記載して、押印をしておかなければならない。 

 （３）入札書等提出期限：令和７年７月２５日（金曜日）午後１時まで 

 （４）提出指定場所 〒６３３－０２９８ 

           奈良県宇陀市榛原萩原８１５番地 



           宇陀市立病院情報システム管理課 

 （５）入札書は、二重封筒とし、表面の封筒に「入札書在中」と朱書きし、裏面に入札

者の住所、名称又は商号、代表者を記入すること。 

また、中封筒には、入札書のみを入れ、封印等の処理を行い、情報システム管理課

宛とする。 

 （６）資格確認の結果、資格を有すると認められた者が１名であっても、原則として入

札を執行する。 

 （７）入札回数は１回とする。 

 

13．開札日時及び場所 

  令和７年７月２５日（金曜日）午後３時 宇陀市立病院北館３階 ２３１会議室 

 

14．開札 

 （１）開札は、13 に掲げる日時及び場所において、入札者又はその代理人を立ち会わせ

て行う。ただし、入札者又はその代理人が立ち会わない場合は、入札執行事務に関

係のない職員（以下「立会職員」という。）を立ち会わせて行う。 

 （２）開札場所には、入札者又はその代理人並びに入札関係職員及び立会職員以外の者

は入場することはできない。 

 

15．入札の無効 

  次のいずれかに該当する入札は、無効とする。なお、落札者決定後において、当該落

札者が無効の入札を行っていたことが判明した場合には、落札決定を取り消す。 

 （１）この業務の競争入札に参加するために必要な資格のない者の入札 

 （２）同一の入札参加者が２通以上の入札書を提出した入札 

 （３）入札金額が訂正されている入札書による入札 

 （４）入札要件の判明できない入札書、入札金額以外の記載事項の訂正に押印のない入

札書又は入札者の押印のない入札書による入札 

 （５）記載した文字を容易に消すことができる筆記用具を用いて記載した入札書による

入札 

 （６）民法（明治２９年法律第８９号）第９５条に規定する錯誤による入札であると入

札執行者が認めた場合の入札 

 （７）その他入札に関する条件に違反したと認められる者の入札 

    なお、宇陀市長より競争参加資格があることが確認された旨の一般競争入札参加

資格認定通知書の確認を受けた者であっても、開札時において５に掲げる入札参加

資格のない者が行った入札は、上記（１）に該当する。 

16．落札者の決定 



 （１）宇陀市が定めた予定価格の範囲で入札を行った者を落札者とする。なお、契約は

仕様書及び入札書にある予定数量を乗じて得た金額の総合計金額が最も低い価格の

業者と契約を締結する。 

 （２）落札者となるべき者が２名以上の場合は、法令の定めるところによりくじ
・ ・

により

決定する。この場合において、当該入札をした者のうち開札に立会わない者又はく

じを引かない者があるときは、これに代わって立会職員にくじを引かせるものとす

る。 

 （３）当該落札者が事後審査の結果、条件を満たしていないと認められた場合は、当該

入札の次順位者の審査を行うものとする。以降、同じ。 

 

17．入札保証金 

  免除する。ただし、落札者が契約を締結しない場合、入札書に記載した総合計金額の

１００分の５相当額を損害賠償金として納付しなければならない。 

 

18．契約保証金 

  落札者は、入札書に記載した総合計金額の１００分の１０以上の額の契約保証金を、

契約締結と同時に納付しなければならない。この場合において、銀行その他契約担当者

が確実と認める金融機関（以下「銀行等」という。）が振り出し、若しくは支払保証をし

た小切手又は銀行等の保証をもって契約保証金の納付に代えることができる。ただし、

宇陀市契約規則（平成１８年宇陀市契約規則第４４号）第２３条第２項第３号に該当す

る場合は、免除する。 

 

19．契約締結 

  落札者は、落札決定の日から１０日以内に、契約を締結しなければならない。 

 

20．契約解除 

  本契約において、契約履行に必要な宇陀市立病院事業特別会計予算が宇陀市議会にお

いて否決され、または、減額されたとき、この契約を解除する。 

 

21．契約書の作成 

  契約書は、落札者が作成するものとする。なお、仕様書は契約書の一部となる。 

  なお、落札者確定後、契約書（案）を提出すること。 

 

22．異議の申し立て 

  入札した者は、入札後、公告、入札説明書、仕様書等についての不明を理由として異

議を申し立てることはできない。 



23．その他 

 （１）入札参加者は、入札についての注意事項を熟読、理解し、これを遵守すること。 

 （２）契約書及び契約に係る文書に使用する言語並びに通貨は、日本語及び日本国通貨

に限る。 

 （３）競争入札参加資格確認結果通知書を受理した後、入札完了までに入札を辞退する

場合は、入札の前日午後５時までに入札辞退届（別紙様式３）を上記３の場に提出

すること。 

 （４）入札説明書等の配布資料は、本入札手続き以外の目的で使用してはならない。 

 （５）入札説明書に記載されていない事項については、地方自治法、同施行令、地方公

共団体の物品又は特定役務の調達手続きの特例を定める政令、規則等関係法令の定

めによる。 

 （６）詳細不明な点は、７（２）に問い合わせすること。 


